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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，子どものメディアへの衝動性を抑えるために，メディア・エンパワ
メント，すなわち子ども自身の考えや感覚によって，メディアの持つ影響力に気づかせ，メディアに関わる行動
を自身で制御できるようにする介入プログラムの開発および評価を行うことであった。初年度では，メディアの
衝動に関して実際に生じている事例やその対処法を子どもから調査し，次年度では複数の小学校児童を対象に開
発したプログラムを実践し，それらの効果を検証した。今後，このプログラムを広く普及啓発させるために，楽
しみながら学ばせることを意図し，メディアに伴う衝動性の制御についてのカードゲームや双六ゲームを開発
し，普及を目指す。

研究成果の概要（英文）：In order to reduce children's impulsiveness toward media, this study aims to
 promote media empowerment, that is, to make children aware of the influence of media through their 
own thoughts and feelings, and to help them control their own media-related behavior and developed 
and evaluated an intervention program. In the first year, we investigated actual cases of media 
urges among children and how to deal with them, and prepared for intervention practice, including 
preliminary research. In the following year, we implemented the developed program with multiple 
elementary school children and verified its effectiveness. In the future, to widely disseminate this
 program, we aim to develop and popularize card games and “sugoroku”games about controlling 
impulsivity associated with media, with the intention of having fun while learning.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
メディア利用については，頻発する低年齢の性被害，有害広告による翻弄，ゲーム依存，オンライン利用による
いじめ，詐欺や犯罪への関与・被害，健康阻害，学習阻害など，子どもたちのウェルビーイングを脅かす危険性
が増加している。これら否定的な事案が生じている背景には，子どもたちがメディア接触に関わって「自制」や
「感情調整」ができていないままに反応してしまうことがあげられる。本研究では，メディアの使用自体に制限
や規制を設ける取り締まるアローチや単に危険性を知らせるリテラシー教育ではなく，自己制御能力を高めるア
プローチに重点を置き，子どもが現在のみならず将来において成熟した対応ができるように利用したい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
今日の子ども，すなわち出生時から 10代の青年期に至るまでの子どもは，様々な情報通信媒
体，例えばコンピューター，タブレット，スマートフォンなどを通したメディアの世界で育って
いる。これらのメディア，例えばオンライン・ゲーム，動画配信 サービス，交流サイトは，子
どもに娯楽，教育，コミュニケーションを目的に多岐にわたる有益情報の取得や活動実践を行わ
せ，彼らの意思を同世代のみならず他世代にもつなぐ接触ツールとして，また社会との関係づく
りを強化するツールとして貴重な機会を提供している。その一方で，近年，否定的な事案が多く
みられるようになっている。例えば，頻発する低年齢の性被害，有害広告による翻弄，ゲーム依
存，オンライン利用によるいじめ，詐欺や犯罪への関与・被害，健康阻害，学習阻害など，子ど
ものウェルビーイングを脅かす 危険性が増加している。これら否定的な事案が生じている背景
には，子どもがメディア接触に関わって「自制」や「感情調整」ができていないままに反応して
しまうこと，例えば LINE などの投稿に伴って怒りや不安の抑制ができないままに攻撃的な反
応を行ったり，コマーシャルや SNSなどの誘いを安易に信じ，自己制御が適切にできていない
ことがあげられる。 
 
２．研究の目的 
学校や地域では，メディアの使用自体に制限や規制を設けたり，危険性を知らせる知識伝達型
のリテラシー教育が行われている。しかし，未だ子どもが犯罪に巻き込まれる事件や不適切な行
動による悪影響が後を絶たないでいる。今後，メディアは，利便性や魅力が増していくことが確
実であり，禁止や規制，メディア・リテラシーの強化を行うだけでは十分な危険回避効果が期待
できない。いまこそ，「取り締まるアプローチ」から「自己制御能力を高めるアプローチ」にパ
ラダイムシフトが必要である。本研究では，子どもに対して，メディアの利用を規制・禁止・制
限するのではなく，現在のみならず将来において，賢いメディア・ユーザーを育てることを目的
に，『メディア・エンパワメント』の強化を目的とした介入プログラムの開発および評価を行う。
『メディア・エンパワメント』とは，子ども自身の考えや感覚によって，メディアの持つ影響力
に気づき，メディアに関わる行動を自身で制御できるようにする能力のことである。その核とな
る要素は，子どもがメディア利用に伴う危険性に気づきながら，メディア接触に伴う「自制心」
や「感情調整能力」を高めることである。また，これらの介入には，大人目線ではなく，児童・
生徒の理解が進 み，彼らの動機づけに影響を与える内容を盛り込む必要がある。 
 
３．研究の方法 
本研究は，2年間をかけ，最終的には本研究のコンセプトである，児童・生徒を将来に向け
て賢いメディア・ユーザーに育てることを目的に，「取り締まるアプローチ」から「自己制御能
力を高めるアプローチ」に変換するメディア教育を目指している。そのため，初年度では予備
的研究も含めて介入実践のための準備に費やし，次年度では複数の小・中学校において実践
し，それらの効果を検証した後に，広く普及啓発を目指すために，子どもが楽しみながら学べ
るアナログゲームを複数考案した。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.「三項随伴性」によるカードゲーム（先行条件，行動） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2.「三項随伴性」によるカードゲーム（結果） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.双六ゲーム 
 
４．研究成果 
（1）衝動性抑制を目的としたカードゲームの開発 
事前の調査をもとにして，「三項随伴性」の考え方に基づき、①児童がメディア利用に際して
遭遇する，衝動が高まる状況や場面を「先行条件」，②衝動を抑える方略を「行動」，および③
「行動」ののちに起こりうる結果を「結果」として分類し，イラスト仕立てのカードを制作し
た（図 1，2）。 
（2）衝動性抑制を目的とした双六ゲームの開発 
「デジタルで生じた問題をアナログで解消」というキャッチコピーのもとに，事前に子ども
から調査を行った結果に基づいて，子どもの衝動性の解消や感情調整を目的とした双六ゲーム
を開発した（図 3）。  
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